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この動画の活用に当たって

２次元コード

動画の流れ
気付かせたいことの目安

★（小１～３） ★★（小４～６） ★★★（中１～高３）

□ 補足・解説
◆ StepUp アクティビティ

動画教材解説シート No.

 アンケートの結果を
予想している。

 予想される結果から，
どんな記事にするか
考えている。

 図書室は読書が好
きな人が集まるから，
アンケートの結果に
影響するかもしれな
い。

 全校生徒にアンケー
トを取る方法もある。

 アンケートの方法として，全数調査
と標本調査があります。この動画
のように，標本調査を行う場合は，
偏りのないように標本を抽出する
ことが大切です。

 「読書」が一番多い。  予想と違う結果が出
た。

 棒グラフにすると比
べやすい。

 表計算ソフトで簡単
にグラフを作れる。

 グラフが見づらい。
（3Dで正確に表せ
ていない，降順や昇
順になっていない，
縦軸に値がない な
ど）

 「意外な結果が出た」原因として，
どのようなことが考えられるだろ
う？

 遠近感によって手前
のグラフの方が高く
見えてしまう。

 グラフを操作し，予
想に合わせようとし
ている。

 他に，円グラフなども立体的にする
ことで，本来の大小関係とは異
なった印象になってしまうため，注
意が必要です。

アンケートを行う際の注意点
の１つに，バイアス（偏り）があ
ります。例えば，駅前を通りが
かった人を対象に「通勤方法
は？」とアンケートを取ったとき，
得られた結果は信頼できるもの
でしょうか？ また，調査結果を
視覚的に表現するために，グラ
フを用いることがありますが，グ
ラフの種類によって伝わり方や
印象も変わります。その一例と
して，この動画では立体的な棒
グラフによる印象操作を提示し
ています。他のグラフも立体的
にすると，角度によって大小や
比率が変わってしまいます。グ
ラフを用いて表す際の注意点を
知ることは，グラフを正しく読み
取ることにもつながります。

＃情報発信
＃情報の信憑性
＃バイアス
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新聞の記事を
書くため，「休日
のすごし方」に
ついてアンケー
ト調査を実施す
ることになる。

主人公は，ゲー
ムや動画視聴が
多くなるだろうと
予想し，やり過
ぎを注意する記
事を書こうと考
えている。

どの学年の人
も集まるという
理由で，図書室
で １ 週間 ア ン
ケートを取ること
にする。

表にまとめられ
たアンケートの
結果を見る。

表を基に，「３Ｄ
たて棒グラフ」を
作成する。読書
が最も多いこと
を意外に感じる。

グラフを回転さ
せられることに
気付く。アンケー
トを取る前の予
想を思い起こし，
回転の角度を
更に大きくする。


